
日本がん治療認定医機構 2022 年度 手引きはサンプル画面であり、実際の画面と異なる場合があります。 

ブラウザにより申請画面の右端が表示されない場合は、全画面表示などでご確認ください。 

（４）申請３ がん治療研修修了証明書 兼 症例一覧表 編集

①編集

認定研修施設で担当医として経験したがん患者の症例を入力します。

予備を含めて 25 症例を入力できます。

申請 3は、施設毎に症例を入力します。

以下に該当する場合は、［申請３②］、必要であれば [申請３③]へ進んでください。

入力内容は、入力した認定研修施設の病院長 および 指導責任者 による証明が必要です。 

［申請３①］に施設 A、［申請３②］に施設 Bを入力した場合、［申請３①］は施設 Aの病院長 および 指導責任

者による証明が必要です。［申請 3②］は、施設 B の病院長 および 指導責任者による証明が必要となりま

す。 

入力の際には「申請３ 記載フローチャート」（p.30） をご参照ください。 

 

申請３①の入力内容が 

・がん治療研修期間が 24 ヶ月未満

・あるいは 症例が 20 例に満たない

審査基準は以下をご確認ください。 

https://www.jbct.jp/Portals/0/Linkdata/Regulation/criterion_new.pdf 

【認定研修施設番号】 

申請 2 に登録した認定研修施設のみ、入力可能です。 
施設検索検索し、認定研修施設を＋で選択。 

※申請 2 に登録した認定研修施設のみ、入力可能です。

【指導責任者】 

※ がん治療研修を行った認定研修施設に「現在」 常勤して
いる指導責任者を入力してください。

◆ がん治療認定医に対する指導責任者は、
・更新を経たがん治療認定医
他科の指導責任者による証明でも認められます。

◆ がん治療認定医(歯科口腔外科)に対する指導責任者は、
・更新を経たがん治療認定医
・更新を経たがん治療認定医（歯科口腔外科）
指導責任者であれば、科を問いません。

※「暫定教育医」および「暫定教育医（歯科口腔外科）」は、暫
定教育医制度廃止（2018年 3月 31日）に伴い指導責任者
として認められません。

※在籍期間・診療期間には、初期研修期間は

入力しないでください。 

「過去に認定されていた施設」での症例を申請されたい場合は、 

事務局までメール（ c-info@imic.or.jp ）にてお問合せください。 

https://www.jbct.jp/Portals/0/Linkdata/Regulation/criterion_new.pdf
mailto:c-info@imic.or.jp
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※診療期間には、初期研修期間は入力しない

でください。 

担当医として行なった治療にのみチェッ

クをつけてください。１症例で複数チェック

可です。「その他」の場合は、チェックおよ

び具体的内容を入力してください。 

全ての入力・確認後、 

入力内容の確認 クリック

※一時保存をしたい場合も入力内容の確認 

クリックし、保存後に再度編集してください。 

予 01，予 02，予 03，予 04，予 05 

予備の症例を5例まで登録すること

ができます。 

診断名には一般名を入力し

てください（略語不可） 




